
 

 

 

1２月に入り、残すところ２学期もあと少し。図書館にも新しい本がたくさんはいりました。 

冬休みに向けて読書の楽しみを！できるだけたくさんの本と出合える機会と自分の向き合える時

間を図書館で作ってみてくださいね。今月は、図書委員たちの本レビュー・コラム特集号です。 

（偶然にも映画化・ドラマ化された本の紹介が多くありました。本校にある本には有のマーク付き） 
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私の推しの本は  「世界から猫が消えたなら」   川村 元気   です！ 

この本は余命があと少ししかないことがわかった主人公が、最後に過ごした 7日間の

ことを書いた遺書なのです。彼は生きるためにこの世界から 1日 1つずつ何かを消して

いきます。何を消すのか、消したら世界はどう変わるのか、気になる人はぜひ読んでみ

てください。物語は主に会話と、主人公の心の声で進んでいきます。主人公は結構ギャ

グセンス高めなので、笑えるポイントもあって楽しく読めます。 

主人公は死ぬ間際だからこそ大切なことに気付きます。普通に生きているだけでは気付

けない、忘れてしまうことはすごく多いのかもしれないと考えさせられました。初心に帰り

たくなった時に読むのもいいかなと思います。また、何回も登場した言葉として「何かを得

るためには、何かを失わなくてはね」というものがありました。浅いようでとてもとても深

い、そんな言葉だと思いました。この本を読んだ暁にはぜひこの言葉について語り合い

ましょう！そして猫を飼いましょう！！ 

 「 赤ずきん、ピノキオ拾って死体と出う」     青柳 碧人 

     

  これは大ヒットし映画化、コミック化までされた「赤ずきん、旅の途中で死体と出会う」の続

編となっています。前作よりも事件やトリックがさらに複雑になっいておもしろさも倍増してい

るのでミステリー好き必読の作品です。 

  僕たちの知らないピノキオの体の仕組み、白雪姫の裏の顔、ハーメルンの音楽がもつ不

思議な力、3匹の子豚の複雑な家庭、そして赤ずきんの推理力これら全てが重なって名探

偵コナンも超えるような壮大なストーリーになっています。 

   僕はハーメルンの音の力にはとてもゾッとしました。ぜひ、読んでみてください。 

 

 

 

２－２ 安達 蒼璃さん 

２－７藤岡 青葉さん 

２－３ 新川 天悠さん 

有 

有 

兵庫県立小野高等学校 SSH探究推進 図書   令和 5年度 7号（2023年 12月特別号） 

２年生図書委員レビュー その① 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

博士を殺した数式 

 
 

冬休み貸出冊数は一人五冊まで。  
返却日は 3学期 1月９日始業式！です 
 

２－７ 藤原 李帆さん 

２－1 馬場 ゆきねさん 

2-3 寺尾 元希さん 

有 

有 

 



 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ミッキーマウスの憂鬱」 作者 松岡 圭裕 

誰もが憧れる”ディズニーランド” その裏側にはゲストの目につかない多くのキャストが

いる、、、、、、派遣社員としてディズニーランドで働くことになった後藤大輔。希望に満ち溢

れた大輔は初日、キャストとしてみていた”表”との裏方との差に悶々とする。美装部として

過ごす３日間で大輔は多くのことを学び、成長していく。 

裏方の仕事に興味のある人、テーマパークが好きな人、ディズニーランドの夢の裏側を

のぞいてみませんか？ ※小説の内容はフィクションであり、実際のものとは異なります。 

 

 

２－６ 矢嶋 彩乃さん 

2-１ 沖野 唯花さん 

有 

１－２ 西岡 彩里さん 

（１年生図書委員による）図書館の本の紹介 

有 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            「店長がバカすぎて」      早見 和馬 

この本は 2020 年本屋大賞にノミネートされた作品で、書店や出版業者を舞台にした作品です。書店で

文芸書の担当として日々働き次々とトラブルに巻き込まれていく主人公が店長やお客さんに対する素

直な気持ちが描写されているところが印象的です。話の展開が面白い感じからミステリーになっていくと

ころが見どころになっています。読み応えがある一冊です。ぜひ手にとって読んでみてください！ 

 

 

 

「交換ウソ日記」      櫻 いいよ 

このお話は、高校 2年生の黒田希実は、ある日移動教室の机の中に「好きだ」と書かれたラブレターを見

つけます。送り主は学校一のモテ男子・瀬戸山でした。戸惑いつつも返事を下駄箱に入れたとこから二人

の秘密の交換日記が始まります。しかし、ラブレターは親友宛のものでした。ウソから始まる二人の恋、予

想外の展開が待っているので、ぜひ読んでみてください。（図書館には置いてない本ですが…） 

 

 

 

１－５ 中山 夢椰さん 

満月喫茶の星読み〜本当の願い事〜 望月 麻衣 

『満月喫茶の星読み』の続編となっています。この本は、小野高校の生徒からのリクエストで入

荷された本だそうです。満月喫茶の三毛猫のマスターと星遣いの店員が極上のメニューと占星術

で迷える人の心に寄り添う心あたたまるストーリー。占星術をヒントに悩める人たちが前に進み出

す姿が応援したくなり、私も頑張ろう！と背中を押してくれる作品です。 

私は、絵がステキだな、と思い手に取りました。本を開いてすぐ、今回のおはなしに登場するメ

ニューを桜田千尋先生が口絵として書かれています。とてもきれいなイラストで本の雰囲気を感じ

られるのでぜひ見てほしいです 

 

 

１－６ 東口 結子さん 

「新・幸福論」      内山 節 

難しそうだったので、一章だけ読んでみることにしました。そこでのキーワードは「遠逃性」でした。危ないとわか

っていたはずの原発、自分の生活に深く関わっているはずの政治、どれも大切なことなのに、遠くに感じてしまう、

そんな性質のことを言います。僕もそれには共感できて、小さなことですが、課題などでも「まだ大丈夫」と楽観的

に認識してしまいます。そうならないために、日頃から一旦立ち止まってじっくり考えることが大切だと思いました。

図書館には一見難しそうに見えて少し読むだけでも深くかんがえさせられるような本が多くあります。みなさんもぜ

ひ読んでみてください。 

 

 

１－５ 上石 公一さん 

「N/A」      年森 瑛 

この本は同性の恋愛のお話ですが、私達の日常の中にもあるような会話もあり、読みやすい

と感じました。LGBTやジェンダーなどと聞くと、繊細で難しいことを想像してしまう人もいるかも

しれませんが、小説なら読みやすいと思うので、ぜひ読んでみてください。 

 

 

 

１－６ 岡井 歩さん 「がんばらない」      鎌田 寛 

この本は諏訪中央病院の院長のエッセイです。あらゆるケースの患者さんの経過を語

りながら、病院のあり方、医者や看護師のあり方、今後の医療について再確認し、死に

方について考えさせられます。ぜひ手に取ってみてください！ 

また本校の図書館には 2学期に作者の鎌田 寛さんの「鎌田 寛の人生図書館」と

いう本も入荷されているので、合わせて読んで見てください。 

 

１－４ 藤田 彩花さん 

有 

有 

有 

有 

有 

 

１－２ 田村 愛茜さん 

 

 
 



 

 

11月に新しく入荷した本（分類別）・定例書籍（新書）です！ 

冬休み貸出冊数は一人５冊まで。  
返却日は 3学期 1月９日始業式！です 
 


